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Consumers from all corners of the globe are stressing both their personal health and that of the planet when purchasing food 
and beverages. Those factors are creating U.S. export opportunities in the natural, specialty, and gourmet food categories. 

“Today’s consumers are increasingly prioritizing their health and well-being, leading to a higher demand for better-for-you 
food options both at home and when dining out,” said Ryan Black, CEO of SAMBAZON, a company that makes and sells 
açaí-based products. “Consumers are looking for key attributes such as high antioxidant content; natural, organic, or local 
ingredients; and immunity-boosting properties. They’re also focused on reducing sugar intake and increasing consumption 
of fresh vegetables and fruits – all while seeking convenience.” 

Regulatory agencies treat “natural” claims on products as meaning nothing artificial was 
added during processing and that the product was minimally processed. According to 
USDA, across all foods, those whose packaging labeled them as “natural” account for 
approximately 16% of retail food expenditures. 

It’s worth noting that studies show most consumers don’t understand differences 
in the meanings of such label claims. The USDA recently noted, for example, that 
(Continued on page 2)
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U.S. Natural, Organic, and Specialty 
Foods Feed Global Demand

米国の自然食品、オーガニック食品、
スペシャルティフードの
世界的需要が増加

世界中の消費者が、食品や飲料を購入する際に、自分の健康と地球
の両方に配慮しています。そうした要因が、自然食品、スペシャル
ティフード、グルメ食品のカテゴリーにおける米国の輸出機会を
生み出しています。

アサイーを使用した商品の製造・販売を手掛けるサンバゾン
（SAMBAZON）のCEPであるライアン・ブラック（Ryan Black）氏
は次のように述べています。「今日の消費者は自分の健康とウェル
ビーイングをますます優先するようになっており、そのことが自
宅での食事でも外食でも健康に良い食品を選択したいという需要
の高まりにつながっています。消費者は、抗酸化物質の含有量や、
天然、オーガニック、または地元産の原料、免疫を高める特性とい
った、主立った特長を求めています。また、利便性を求める一方で、
糖分摂取量を減らし、新鮮な野菜やフルーツの消費量を増やすこ
とも重視しています。」

規制当局は、商品の「ナチュラル（Natural）」という表示を、加工時
に人工の添加物を一切使用せず、加工を最小限に抑えていること
として扱っています。米国農務省（USDA）によると、全食品の中
で、パッケージに「ナチュラル」と表示されている食品は、小売食品
支出の約16%を占めています。

注目すべきは、ほとんどの消費者がこのような表
示の意味の違いを理解していな
いことが複数の調査で示
されているという点です。

（2ページ目に続く）
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例えば、USDAの最近の指摘として、食品の「ナチュラル」という
表示は、たとえそれが証明されていなくても、多くの消費者は、環
境スチュワードシップを推進し動物福祉に配慮している、健康に
良い食品や生産方法を意味していると思い込んでいることが挙げ
られます。したがって、十分に透明性のある表示とマーケティン
グメッセージを提供している企業は、現代の消費者を取り込むこ
とができます。

その一方で、オーガニック商品に対する需要は米国でも海外でも
急増しています。オーガニック認証商品の売上高は、2023年に
700億ドルに達し、前年比3.4%増というセクター記録を打ち立て
ました。グランド・ビュー・リサーチ（Grand View Research）に
よると、オーガニック食品・飲料の世界市場規模は昨年に2,315億
ドルに達し、2030年までに年率13.9%で拡大することが予想され
ています。多くの買い物客が、自分と家族の健康や、持続可能性の
ほか、抗生物質、ホルモン、保存料、着色料を使用していない商品を
求めて、オーガニック商品に注目しています。

米国オーガニック・トレード協会（Organic Trade Association）の
共同CEOであるトム・チャップマン（Tom Chapman）氏は次のよ
うに述べています。「インフレにもかかわらず…、消費者は困難な
経済環境の中でもオーガニック商品を選択し続けています。オー
ガニック商品は市場において成熟しているセクターとなっていま
すが、まだ成長の余地が十分に残されています。」

欧州連合（EU）は、米国のオーガニック輸出において重要な市
場ですが、厳格なオーガニック規格が設けられています。日
本や韓国などの東部の国々では、健康に良い選択肢に対して
高まりつつある消費者需要を満たすために、オーガニック
食品の輸入が拡大しています。

当然のことながら、そのような高級商品の生産業者にとっ
て2024年に課題がないわけではありません。

ビタミン・コテージ・ナチュラル・フード・マーケッツ（Vitamin 
Cottage Natural Food Markets）の商品規格マネージャーである
クリスティ・ペティーズ（Christie Pettys）氏は次のように指摘し

ています。「概してナチュラル／オーガニックのセクターでは、特
に食肉の分野で、米国におけるオーガニック商品サプライチェー
ンの維持にブランド企業が悪戦苦闘しています。これは、オーガ
ニック認証を取得した米国産の鶏肉、牛肉、豚肉を飼育するための
あらゆるコストが高騰しているためです。」

関連セクターでは、スペシャルティフードが引き続き世界的に堅
調です。スペシャルティフード協会（Specialty Food Associati
on：SFA）は5月に、一般的に高品質の原料から少量生産される高
価値食品であるスペシャルティ商品の売上高が、2013年の880億
ドルから2023年には149%増の約2,070億ドルに達したと報じま
した。スペシャルティフードとスペシャルティ飲料は現在、SFA
が評価した63カテゴリーにおいてセンターストアの食料品売上
高の21.6%を占めており、もはやニッチ商品とは見なされていま
せん。

少なくとも米国では、スペシャルティフードは主要商品よりも1
個当たり3～ 4倍高い粗利を生み出しているとSFAは報告してい
ます。フード・ビジネス・ニュース（Food Business News）によ
ると、現在利益を増加させている2つのトレンドは、利便性とぜい
たくです。

生産の背景にストーリーがある高品質の商品を求める消費者の間
で、職人による手作りの食品の人気が高まっています。このよう
な商品は、地元の食材と品質にこだわっている傾向があります。
そうした商品が高く評価される欧州やアジアなどの市場は、米国
の輸出業者に機会をもたらしています。手作りチーズやスペシャ
ルティチョコレートなどの商品は特に人気があります。

ユニークな風味の商品の価格が高いことをいとわない消費者のお
かげで、高級食材も勢いを増し続けており、トリュフオイル、熟成
バルサミコ酢、高品質のオリーブオイルといった商品の需要が高
まっています。モルドール・インテリジェンス（Mordor Intellige
nce）のレポートによると、グルメ食品の世界市場は2026年までに
年率6.4%で成長することが予想されています。

世界中の買い物客が、倫理的に調達された健康に良い商品に大き
な関心を示していることから、結論は明確です。生産業者は、大き
なコストがかかるとしてもオーガニックやフェアトレードなどの
認証を活用することで、消費
者に対するそれらの商品
の訴求力を強化できます。

米国の自然食品、オーガニック食品、スペシャルティフードの 
世界的需要が増加 続き

欧州連合（EU）は、米国のオーガニック輸出におい
て重要な市場ですが、厳格なオーガニック規格が設
けられています。日本や韓国などの東部の国々では、
健康に良い選択肢に対して高まりつつある消費者
需要を満たすために、オーガニック食品の輸入が拡
大しています。
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In 2024, focusing on convenience and healthier-for-you products can 
point the way for beverage producers looking to plot a roadmap for 
export success. The retail beverage sector is undergoing a transformation 
driven by evolving consumer demands.

These shifts are creating opportunities for U.S. beverage companies 
seeking to expand their reach.   

For example, the ready-to-drink cocktail category is experiencing 
noteworthy growth, driven by consumer demand for not just 
convenience but also premium experiences. And the U.S. largely leads the 
way in this market segment. Products like canned cocktails are attractive 
in export markets with thriving cocktail cultures yet limited access to 
quality mixes. Consider: according to Grand View Research, the U.S. 
RTD cocktail category is expected to grow at an annual rate of 15.2% 
from 2024 to 2030. 

Elsewhere in the alcohol category, craft beer, spirits, and cider continue 
to gather momentum. Markets such as Europe and Asia are particularly 
receptive to U.S. craft beverages. According to the Brewers Association, 
U.S. craft beer exports increased by 3.6% in 2022 with significant growth 
in markets including the United Kingdom, Sweden, and South Korea. 

The wine segment has also benefited as interest in sustainability and 
organic items grows. U.S. winemakers are adopting sustainable practices 
such as organic farming methods and eco-friendly packaging. Such 
efforts align with the values of environmentally conscious consumers in 
markets like Europe and Australia. The Wine Institute projects organic 
wine sales to grow at an annual rate of 10% globally through 2026. 

“Consumers worldwide support brands with sustainable practices, 
making ‘good for you’ good for business,” said Ella Parlor, founding 
partner of EP Consulting. “Consumers appreciate quality and are willing 
to pay more for premium ingredients and … eco-conscious packaging.” 

Beyond the alcohol category, plant-based and dairy-free alternative 

milks continue to boast a loyal following, even despite a recent online 
movement in which some consumers questioned the nutritional 
aspects of oat milk. Non-dairy beverages like almond milk are gaining 
popularity outside the U.S. because they cater to a variety of dietary 
preferences and needs; they also appeal to vegans, those who are lactose-
intolerant, and health-focused consumers. It’s worth noting that, 
according to Statista, over $3 billion in revenue is generated annually by 
milk substitutes in the U.S. 

Consumers are increasingly intrigued by functional beverages, too, 
including kombucha and probiotic drinks. These products tend to appeal 
to consumers’ interests in health benefits like improved gut health, 
immunity, and hydration. A report by Mintel revealed strong export 
potential for these drinks in Europe and Asia. 

Premium and flavored waters are benefiting from increased interest 
worldwide. U.S. brands are leading the way with mineral-rich beverages. 
Such premium waters cater to international consumers who seek health 
benefits and a hint of luxury. IBISWorld recently projected that the U.S. 
bottled water market will grow at an annual rate of 6% through 2026. 

Convenient, Healthy Products 
Fuel Global Thirst for U.S. Beverages
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便利で健康に良い商品が
米国飲料の世界的需要を後押し

2024年には、輸出の成功というロードマップを掲げている飲料メーカーは、
便利で健康に良い商品に注目することで方向性を打ち出せるでしょう。小売
飲料セクターは、進化し続ける消費者需要に後押しされて変革を遂げつつあ
ります。

そうした変化が、事業展開の拡大を目指す米国の飲料企業に機会をもたらし
ています。

例えば、RTD（ready-to-drink）カクテルのカテゴリーは注目に値する成長を
遂げており、便利さだけでなく上質な体験を求める消費者需要に後押しされ
ています。また、この市場セグメントでは米国が大きくリードしています。カ
クテル文化は活況であるものの入手できる高品質な組み合わせが限られて
いる輸出市場では、缶カクテルなどの商品の訴求力があります。グランド・ビ
ュー・リサーチによると、米国のRTDカクテルカテゴリーは、2024年から2030
年にかけて年率15.2%で成長することが予想されています。

アルコールカテゴリーでは、クラフトビール、スピリッツ、シードルが引き続
き堅調です。特に欧州やアジアなどの市場では、米国のクラフト飲料が受け
入れられています。ブリュワーズ・アソシエーション（Brewers Association）
によると、米国のクラフトビールの輸出量は2022年に3.6%増加し、英国、ス
ウェーデン、韓国などの市場で大きく成長しました。

持続可能性やオーガニック商品への関心が高まる中、ワインカテゴリーも恩
恵を受けています。米国のワインメーカーは、有機農法や環境に配慮したパ
ッケージなど、持続可能な取り組みを導入しています。こうした取り組みは、
欧州やオーストラリアといった市場の環境意識が高い消費者の価値観に合
致しています。ワイン・インスティテュート（Wine Institute）は、2026年まで
に全世界でオーガニックワインの売上高が年率10%で伸びると予測してい
ます。

EPコンサルティング（EP Consulting）の創業パートナーであるエラ・パーラ
ー（Ella Parlor）氏は次のように述べています。「消費者にとって良いことをビ
ジネスにとって良いことと捉え、持続可能な取り組みを行っているブランド

企業を、世界中の消費者が支持しています。消費者は、品質を重視し、高級原
料や環境に配慮したパッケージのためにより多く支出することを受け入れて
います。」

アルコールカテゴリー以外では、最近オンライン上で一部の消費者がオーツ
ミルクの栄養面に疑問を呈しているにもかかわらず、植物由来で乳成分不使
用の代替乳が忠実な支持者が多くみられます。アーモンドミルクをはじめと
した乳成分不使用の飲料は、多様な食事の嗜好やニーズに応えられるため、
米国以外でも人気を得ています。このような飲料は、乳糖不耐症のビーガン
や、健康を重視する消費者にも訴求しています。注目すべき点として、スタテ
ィスタ（Statista）によると、米国では代替乳が年間30億ドル以上の収益を上
げています。

消費者は、コンブチャやプロバイオティクス飲料といった機能性飲料にもま
すます興味を示しています。これらの商品は、消化管の健康増進、免疫力向上、
水分補給などの健康上のメリットに関心を示す消費者に訴求している傾向
が見られます。ミンテル（Mintel）のレポートでは、欧州とアジアにおいてこれ
らの飲料の輸出が有望であることが明らかにされています。

世界中での関心の高まりから高級フレーバーウォーターが恩恵を受けており、
米国のブランド企業がミネラル豊富な飲料で市場をリードしています。そう
した高級飲料水は、健康上のメリットやちょっとしたぜいたくを求めている
海外の消費者を対象としています。IBISWorldの先ごろの予測によると、米国
のボトル入り飲料水の市場が2026年までに年率6%で成長する見通しです。

米国中西部・北東部の特徴
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バゲリスタ（Bagelista） 
「テイク＆ベイク・ベーグルズ（Take & Bake Bagels）」
ニューヨーク州ニューヨーク

バゲリスタの「テイク＆ベイク・ベーグルズ」で、ベーグルショップの味をご自
宅でお楽しみください。当社のベーグルはパン職人による手作りで、ニューヨー
クの水を使用してケトリングした後、究極の新鮮さをお届けするためにすぐに冷
凍されています。それをご自宅のオーブン、トースター、エアフライヤーで数分
焼き上げれば、焼きたてのベーグルをお楽しみいただけます。半調理品を使用す
ることで、より魅力的で満足感のある朝食体験を得られます。クリーンな食材を
使用したニューヨークの名物である当社のベーグルは、「プレーン（Plain）」、「エ
ブリシング（Everything）」、「シナモン・レーズン（Cinnamon Raisin）」、「セサ
ミ（Sesame）」の4つのフレーバーで展開しています。www.bagelista.com

C. ハワード・カンパニー（C. Howard Company, Inc.）
「チャワーズ（Choward’s）」ブランドのキャンディー
ニューヨーク州ベルポート

C. ハワード・カンパニーは、1930年代初頭にニューヨーク市でチャールズ・ハ
ワード（Charles Howard）によって創業されました。1930年代の世界恐慌のさ
なか、チャールズは「ユニークでさまざまなフレーバーのキャンディー」を作り
たいと思い立ち、ブロードウェイの倉庫を改装した小さなアパートで「チャワー
ズ・バイオレット（Choward’s Violet）」というおいしいミントのお菓子を生み出
しました。マンハッタンの通りで「チャワーズ・バイオレット」を販売し始める
と、たちまち評判になりました。ほどなくして「チャワーズ・バイオレット」は、
ニューヨーク市の街中のニューススタンドや雑貨店で販売されるようになり、あ
っという間に米国の東海岸全体に広まりました。

チャールズは、「チャワーズ・バイオレット」の成功に続いて、「チャワーズ・セ
ンテッド・ガム（Choward’s Scented Gum）」と名付けた紫色のガムタブレット
をニューヨーカーに向けて発売しました。その後、チャールズはキャンディーの
商品ラインを拡大し、「チャワーズ・ペパーミンツ（Choward’s Peppermints）」、
「スペアミンツ（Spearmints）」、「レモン・ミンツ（Lemon Mints）」を発売しま
した。直近では「グアバ（Guava）」が「チャワーズ」の商品ラインに加わりま
した。

チャールズが亡くなった後、長年勤続していた貴重な従業員エリザベス・ヨハセ
（Elizabeth Juhase）が社長を引き継ぎました。エリザベスは1970年代に甥たち
に協力を求め、その後に3代目に事業を継承しました。その当時に、ハワイを含
む米国全土に流通網を築くことができました。「チャワーズ」ブランドのキャンデ
ィーは、1970年代に7,500以上の店舗で販売されていました。

C. ハワード・カンパニーは、チャールズが創業した当時の高品質な商品ラインの
製造を続けています。これらの商品は現在、米国、カナダ、プエルトリコ、カリ
ブ海諸島、チリ、バミューダの50州で販売されています。

ラフィーバー・カンパニー（Lafeber Company）

イリノイ州コーネル

テッド・ラフィーバー・シニア（Ted Lafeber Sr.）博士が初めて鳥の餌の市販ペ
レットを作った時、ペットの鳥たちの寿命が飛躍的に延びました。それまで、鳥
の主な餌といえばシードミックスで、栄養不良を原因とする病気によくかかって
いました。ラフィーバー・シニア博士が自分のクリニックで作ったペレットなら、
一口食べるごとにバランスの取れた栄養を摂取できました。「プレミアム・デイリ
ー・ペレッツ（Premium Daily Pellets）」の成功を受けて、1973年にラフィーバ
ー・カンパニーが創業されました。

息子であるテッド・ラフィーバー III世博士は獣医師になり、1988年にラフィーバ
ー・カンパニーに入社しました。2人は1990年に「ニュートリベリーズ（Nutri-
Berries）」を開発して発売しました。「ニュートリベリーズ」では、ペレットに脱
殻種子と穀物をブレンドしており、バランスの良い栄養を摂取できます。このベ
リーのようなユニークな形状と食感が自然な採食行動を促します。

ラフィーバー・カンパニーでは、動物の健康に配慮して取り組む2世代にわたる
獣医師が、高度な栄養学、優れた品質、教育、迅速なカスタマーサービス、動物
への愛情を通じて、創業当時のミッションを守り続けています。

J & Jグループ（J & J Group LLC） 
「ルーファス・ティーグ（Rufus Teague）」
カンザス州ショーニー

「ルーファス・ティーグ」のストーリーは、カンザスシティ出身のルーファスが、
真のカンザスシティ風バーベキューへの思い入れを、最高の商品を作るための探
求にそそいだ2004年に始まりました。ルーファスは、米国中西部のバーベキュー
マスターとしての地位を少しずつ確立し始め、そのおいしさを周りの人々に快く
共有しました。彼が調理した肉も目を見張るおいしさでしたが、人々が求め続け
たものは彼のソースでした。彼のソースは数年にわたり国内最高峰のバーベキュ
ーコンテストで多くのタイトルを勝ち取り、気が付くと彼はいつもソースを作っ
ていました。

「ルーファス・ティーグ」は、伝説の高品質バーベキューソースとドライラブとし
て今でも知られていますが、最近では本格的なバーベキュースナックとスモーク
ローストしたコーヒーの生産も展開しています。商品は高級食材で作られており、
バーベキュー愛好家が望む本格的でコクのある味わいを届け続けています。「ルー
ファス・ティーグ」は、中西部の伝統的なおいしさから、心躍る新しい商品に至
るまで、グリル料理やアウトドア料理を楽しむ世界中の消費者に訴求するさまざ
まなバーベキュー商品を提供しています。

ほとんどの商品が、非GMO認証、グルテンフリー、コーシャ対応で、天然原料
のみを使用しています。なぜならルーファスは、「おいしいソースは、まずいバー
ベキューをおいしくし、おいしいバーベキューをさらにおいしくする」ことをず
っと知っていたからです。詳しくは、rufusteague.comをご覧ください。

家族経営 | 天然原料 | 米国産 | 本格的なバーベキュー

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。
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リリーズQソーシーズ・アンド・ラブス 
（Lillie’s Q Sauces and Rubs, LLC）

イリノイ州シカゴ

世界バーベキュー選手権で2回の優勝を誇るシェフのチャーリー・マッケナ（Charlie 
Mckenna）が創業したリリーズQは、米国南部の本格的なバーベキューの味を専
門としています。リリーズQは、伝統的な南部のバーベキューへの情熱を掲げ、南
部料理のおいしさを世界中のキッチンで実現できる幅広い商品を提供しています。
世界バーベキュー選手権で1位になったビネガーソース「カロライナ（Carolina）」
をはじめとした最高級の原料を使用し、本格的な味わいを手作りした、受賞実績
を誇るソースを幅広く扱っています。また、よりすぐりのラブと調味料も提供し
ており、肉料理から野菜料理までどのような料理の風味も高めます。さらに、「ピ
メント・チーズ（Pimiento Cheese）」や「ホット・ペッパー・ビネガー（Hot 
Pepper Vinegar）」などの釡揚げチップスが、南部の懐かしい味を楽しめるユニ
ークなスナック体験を提供します。リリーズQは、真の南部のバーベキューのお
いしさを世界中のキッチンやグリルにお届けしています。

ピリッとした風味の「カロライナ」、スモーキーな「ホット・スモーキー（Hot 
Smoky）」、クリーミーな「アイボリー（Ivory）」など、受賞実績を誇るソースは
代々家族に受け継がれてきたレシピで手作りされています。

ミズーリ・ノーザン・ピーカン・グロワーズ 
（Missouri Northern Pecan Growers, LLC）

ミズーリ州ネバダ

甘くて風味豊かなピーカン　ミズーリ・ノーザン・ピーカン・グロワーズは、米国
中西部に本社を置く農家所有企業です。当社は、地元の複数のピーカン農家によっ
て2000年に創業され、現在では50を超える地元農家が参加しています。油分が多
く味に優れており、南部の交配種よりも小型の天然ピーカンを専門に扱っています。
当社のピーカンは、栽培も加工も100%米国で行っています。加工工場は、HACCP
認証を取得済みで、米国食品医薬品局（FDA）に準拠しており、第三者機関の監査
を受けています。取り扱っている商品は、オーガニック認証を取得済みのピーカン、
非オーガニックのピーカン、ピーカンオイル、ピーカンミールフラワーなどです。
持続可能で、心臓の健康に良く、添加物、保存料、遺伝子組換え由来原料は不使用
で、単一原料の商品を生産していることに誇りを持っています。

当社は、欧州、カナダ、アラブ首長国連邦、アジアの市場への輸出実績があり、急
なご依頼でもコンプライアンス文書を発行できます。ご希望に応じて、倉庫や港湾
に直接お届けします。お問い合わせは、（1）417-667-3501、（フリーダイヤル）
1-866-732-2678までお電話いただくか、marketing@mopecans.comまでメール
にてご連絡ください。当社の商品は www.mopecans.comでもご覧いただけます。

ヴェスタ・ニュートラ（Vesta Nutra）

インディアナ州インディアナポリス

ヴェスタ・ニュートラは、豊富な経験と革新的なアプローチで栄養補助食品業界
の最前線に立っています。品質と効能に対するコミットメントで知られるヴェス
タ・ニュートラは、最先端のリポソーム技術で大きな進歩を遂げました。「リポク
エスト（LipoQuest™）」は、構造的完全性の高いリポソームを生み出し、安定性
と有効性を実現します。「LipoQuest™」の製造においては、その小さな脂肪滴の
中に成分を封入することで栄養補助食品としての効能を高めています。
「LipoQuest™」の技術によって、成分が最適安定性を備えており、吸収を促進し、
バイオアベイラビリティを向上させ、総合的な栄養をお届けすることが保証され
ています。ヒマワリ由来のリン脂質を使用することで、持続可能な天然のリポソ
ーム源を確保し、商品の純度と安全性を高めています。ヴェスタ・ニュートラは、
高度な製造工程を有しているほか、栄養補助食品の配送システムにおいて新たな
基準を打ち立てており、消費者に卓越した健康上のメリットと商品の効能を提供
することをお約束します。

こちらに掲載の商品またはその他の商品について
詳細をご希望の方はFoodLink＠foodexport.orgまで
お問い合わせください。

SAIプロバイオティクス（SAI Probiotics LLC）

ミネソタ州メープルグローブ

SAIプロバイオティクスは、プロバイオティクスのメリットを自然界の特殊成分
と調和させることに特化し、腸と免疫の健康増進のための科学的根拠のある総合
的なアプローチを開発しています。創業者のアクシャヤ・パンダ（Akshaya Panda）
は、業界の中心人物として20年の実績を誇ります。プロバイオティクス分野にお
ける複数の大手企業が成長を遂げる上で重要な役割を果たし、その後に市場の顕
著なギャップに対処することを目的として自身の事業を立ち上げました。

効能の強化を目指し、菌数が多く高価なプロバイオティクス商品が増えている中、
SAIプロバイオティクスはよりインテリジェントなアプローチを採用しています。
当社は、幅広い研究を重ね、長い時間をかけて実証された、プロバイオティクス
の有効性と相乗効果を高める天然成分を厳選しています。それによって、腸だけ
でなく全身の健康を向上させる総合的なアプローチを採用した、安全かつ効率的
で手頃な価格の商品を提供しています。

当社独自の女性向けプロバイオティクスサプリメント「SAIプロ・ファム（SAIPro 
Femme）」は、自信を持ってご紹介できる商品です。「SAIプロ・ファム」は、8
種類の有効なプロバイオティクス菌株を含んでおり、それらは膣の健康向上、尿
路感染症の再発防止、脂肪蓄積の抑制、腸の健康強化に役立つことが臨床試験で
実証されています。また、それらの菌株、強力な天然の抗炎症作用があるターメ
リック、優れた抗酸化物質であるクランベリーエキスの相乗効果を生かしていま
す。この優れた商品は、効能と有効性を長持ちさせるために乾燥剤を内張りにし
たCSP容器に入っており、2つの遅延放出性ベジカプセルの中に1回の摂取量当た
り200億CFUの菌を含んでいます。

お問い合わせまたは健康増進の取り組みに関するご相談については、+1-763-494-
9721までお電話いただくか、https://saiprobiotics.com/をご覧ください。
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Freight costs continue to rise as shipping companies 
divert their cargoes around the Red Sea after several 

attacks from Houthi rebels, reported The Wall Street Journal. 

The USDA allocated $300 million to 66 American 
organizations to build demand for U.S. food and farm 
exports in high-potential markets around the globe. 
The initial round of Regional Agricultural Promotion Program 

funding will help recipient organizations carry out hundreds 

of projects encompassing a wide variety of products and 

markets, reported The Food Institute. 

Unilever Food Solutions recently launched its latest 
foodservice industry trends report, highlighting 
movements such as “the new sharing style” – when 

restaurants offer multisensory experiences through offerings 

like food boards that can be enjoyed by groups.  

China is working to drastically reduce its reliance on 
imports in its push for food security, but experts believe 

it will be a difficult journey. China will need to sharply improve 

farming productivity through technology and GMO crops as it 

contends with limited land and water, reported Reuters.  

A plant you’ve never heard of could become a 
replacement for coffee. Yaupon holly, a once-forgotten 

caffeinated plant native to North America, could be one of this 

year’s hottest food trends, reported Fast Company. 

Gen Z’s “Little Treat Culture” is especially apparent 
in the coffee category. Young adults are turning to drinks 

like cold brews and ube lattes as they seek self-care while 

partaking in “little treat culture,” according to The Food Institute.  

Half of the world’s pastures may be degraded due to 
overuse and climate change, according to a UN report. 
The United Nations Convention to Combat Desertification 

(UNCCD) warned that a sixth of the world’s food supplies 

were at risk from this deterioration of savannas, wetlands, 

deserts, and grassland.  

Weather and war are threatening wheat supplies. 
Wheat supplies are at their lowest level in decades thanks to 

productivity losses from soggy fields and drought, The Food 
Institute reported. 

The certified organic market saw a record $69.7 
billion in sales in 2023 according to recent data from 
the Organic Trade Association (OTA). Sales rose 3.4% 

compared to 2022; produce reigned supreme, followed by 

grocery and beverage, reported Food Business News. 

Made primarily from sweet bell peppers and eggplants, 
ajvar relish is gaining prominence even beyond its 
European roots. Ajvar can be sweet (traditional), piquant 

(common), or scorching hot, and spread on bread or enjoyed 

as a side dish due to its thicker and more viscous texture, 

noted The Food Institute.  

Prebiotic sodas have become a phenomenon – even if 
their ingredients remain a mystery to most consumers. 
Prebiotic sodas utilize inulin and other sources of fiber to help 

feed beneficial gut bacteria. The category’s sales have risen 

significantly in 2024, reported IFT. 
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countries around the world. Find out 
how to access the newsletter in your 
country by sending an email to 
info@foodexport.org.
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船舶会社による紅海を迂回した貨物輸送で
輸送費高騰が継続
ウォール・ストリート・ジャーナル（The Wall Street Journal）
によると、これは武装組織フーシ派の複数回にわたる攻撃
に伴うものです。

USDAが米国の66団体に3億ドルを分配し
世界の有望市場で米国産食品・農産物の需要を喚起
ザ・フード・インスティテュート（The Food Institute）によ
ると、地域農業振興プログラムの初回の資金調達ラウンド
では、幅広い商品や市場を対象とする数百件のプロジェク
トを実施している団体が支援されます。

ユニリーバ・フード・ソリューションズ（Unilever Food 
Solutions）が「新しいシェアスタイル」などのトレンドに
注目した外食産業最新動向レポートを発表
「新しいシェアスタイル」とは、飲食店が大勢で楽しめるフ
ードボードなどによりマルチセンサリーエクスペリエン
ス（多感覚体験）を提供するものです。

中国が食料安全保障の推進に伴い
輸入依存度の大幅な低減に着手
ただし、これは難しい取り組みになると専門家は考えてい
ます。ロイター（Reuters）によると、中国は土地と水資源が
限られている問題に取り組むにあたり、技術と遺伝子組換
え（GMO）作物を活用して農業生産性を迅速に向上させる
必要があります。

今まで聞いたこともない植物が
コーヒーの代替となる可能性あり
ファスト・カンパニー（Fast Company）によると、カフェイ
ンが含まれているヤポンノキは、北米を原産とする忘れ去
られていた樹木であり、今年最も注目の食品トレンドの一
つになる可能性があります。

コーヒーカテゴリーで特に顕著なZ世代の
「ささやかなご褒美」文化
ザ・フード・インスティテュートによると、Z世代は「ささ
やかなご褒美」文化を取り入れつつセルフケアにも努めて
おり、コールドブリューやウベラテなどの飲料に注目して
います。

国連の報告書によると、世界の牧草地の半分が
酷使と気候変動で劣化する可能性あり
国連砂漠化対処条約（UNCCD）は、世界の食料供給の6分の
1が、サバンナ、湿地帯、砂漠、草原の劣化によって危機にさ
らされていると警告しています。

小麦の供給を脅かす天候と戦争
ザ・フード・インスティテュートによると、水害を受けた農
地と干ばつによる生産性低下に伴い、小麦の供給量がこの
数十年で最低水準に達しています。

米国オーガニック・トレード協会（OTA）の最新データによ
ると、2023年のオーガニック認証市場の売上高が過去最
高の697億ドルに到達
フード・ビジネス・ニュースによると、売上高が2022年比
で3.4%増加しており、農産物が首位で、食料品と飲料がそ
れに続いています。

パプリカやナスなどで作る付け合わせのアイヴァルに
欧州以外も注目
ザ・フード・インスティテュートによると、アイヴァルには、
伝統的なものとして甘いもの、一般的なものとしてピリッ
とからいもの、さらにはものすごくからいものがあり、パン
に塗って食べるほか、そのねっとりとした濃厚な食感から
副菜としても楽しめます。

多くの消費者にとって原料は謎のままでも
プレバイオティクス入り炭酸飲料が大ヒット
プレバイオティクス入り炭酸飲料は、腸内の善玉菌の餌と
なるイヌリンなどの食物繊維を活用しています。IFTによ
ると、このカテゴリーの売上高は2024年に大幅に増加して
います。
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